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記載されている分野名
この分野の大きな社会の潮流や本市の現況・課題
この分野で記載している基本施策を示しています。
この分野の計画期間の重点事業とその内容を記載しています。
指標名と策定時の現況、目標年度での目標値を記載しています。
この分野に関連する個別計画を記載しています。
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基本計画の見方
【各分野の最初のページ】

　近年、本市の貴重な財産である自然環境について、海岸への漂着ごみ、森林の荒廃や山間部へ
の不法投棄等による環境破壊が顕在化しており、自然環境の保全、自然との共生について、市民
への啓発や市民・事業者との協働による取り組みが必要となっています。
　また、歴史、文化等の景観的に貴重な資源も失われつつあることから、「下田まち遺産」を次
代に継承し、育てていくことが求められています。
　生活環境においては、循環型社会の実現に向け、適切なリサイクル分別の推進やごみの排出量
の削減などに向けた一層の周知が必要です。
　また、水源環境の保全や上下水道施設の更新や耐震化を進め、水道水の供給を維持していく必
要があります。
　さらに、人口減少の進行に伴い、空家等のさらなる増加により、景観への影響が懸念されるこ
とから、放置される空家等への対策を講ずることが求められています。

分野１ 自然環境・生活環境

■現況と課題■

　貴重な自然を次代に継承し、環境負荷の少ない持続可能な社会を構築するため、新たな下田市
環境基本計画を策定し、環境に関する取り組みを総合的かつ計画的に推進します。

全　　般：環境基本計画、都市計画マスタープラン
景　　観：景観計画、歴史的風致維持向上計画
生活環境：一般廃棄物処理基本計画

■重点事業■
①新たな下田市環境基本計画を策定し、環境に関する取り組みを推進します

■施策体系■

施策１

施策２

施策３

自然環境の保護・保全

良好な景観の形成・継承

快適な生活環境の確保

■目標値■

■個別計画■

指　標　名
環境保全に関する広報活動の回数
景観重点地区数

3回
0地区

6回
1地区

R元年度（現況） R７年度（目標値）
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　貴重な自然環境を守り、人と自然が共生する、美しく生活しやすいまちづくりを進めるため、
市民と事業者、行政が協働して施策を推進します。

施策
１ 自然環境の保護・保全

施策の方向

施策と主な取組

・海岸・河川の愛護活動の促進
・リバーフレンドシップ活動の促進
・海岸漂着物等の円滑な処理、発生の抑制に係る関係者の連携強化
・森林環境譲与税を活用した森林整備
・【重点】自然環境、景観等と調和した再生可能エネルギー発電事業に対する適切な指導

　下田市の恵まれた自然環境を市民共通の財産として、守り・育て、次代に引き継いでい
きます。

（１）貴重な自然環境を保全します

主な取組

・学習会や公開講座・出前講座の開催
・地球環境問題に関する教育の推進
・廃棄物処理施設の施設見学の受入

　自然環境の保全や環境問題の解決のため、環境教育・環境学習を推進し、市民・事業
者・行政がそれぞれの立場で環境に関する理解を深め、連携して活動します。

（３）環境教育・環境学習を推進します

主な取組

・クリーンエネルギー活用補助制度の利用拡大
・温室効果ガス排出量削減の啓発

　深刻化する地球温暖化問題について、市民や事業者とともに温室効果ガス排出量の削減
の推進向けた取り組みを実践します。

（２）地球温暖化対策を推進します

主な取組

❶基本施策名
❷施策の方向
❸施策名
❹主な取組

❺ＳＤＧｓ

各分野で取り組む基本施策名を記載しています。
基本施策の方向を記載しています。
基本施策を構成する施策名称とその概要を記載しています。
各施策の計画期間の５年間で実施する取り組みのうち主なものを
記載しています。
各施策に関係するＳＤＧｓの17の目標（ゴール）を示しています。
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【各分野の基本施策のページ】
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